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Pseudohernia diaphragmatica congenita 

（昭和 11年 11月30Ii講義y

教授磐皐博士烏潟｜径 三 講述
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田 久 士筆記

患者： 小O 享，生後8ヶ月，男児， 父ノリi責主漆器商 （昭和Jll年11月26日入院j

主訴： 下痢及ピ幅吐

現病歴： 昭和11年9月初旬（約3ヶ門前）ヨリ下剰反ビ幅吐ヲ＊シ，同時＝左側臥位ヲトルノ

ニ気付イタガ，呼吸困難ヲ来シタコトハナカツタ内機嫌悪ク． ヨク泣ク様エナツタガ，著明ナ

苦悶i伏ヲ呈シタコトハ無カツタo PWjlltハ劇シイ時ニハ1日4-5［同モアリ，吐物ニハ予定繰色謄，1-

械ノ液惜ヲj昆ジテヰタ。下痢ハ 1Fi =-4-5岡，線色（足デ，血液ヲ混ジタ コトハナイ。 10月9日

頃ヨリ p；~士ハ止ンダガ， 下痢ハ恢夜セズ。 f井、ン／己側臥位ハトラナクナツタ。 11月2513（昨日）ヨ

リ再ビ噛l止ヲラkシ使秘スルヤウエナツタ。（以上醤民朗読）

教授（患者ノ母ニ向ツテ）『痛ガツテ訪キマスヵ・ H ・H ・－－……？』

母『日ー 1同位泣キマス』

教授「何分間位泣イテヰマスカ・ H ・H ・－－…・・・ ＇（

母「15分間位』

既往歴：満期安産，護育モ尋常デアyレガ約3ヶ月前（生後5ヶ月）ニ今岡 ト同ジ怯ニ頑強ナ＂f

剃ト Pj;;~士 ヲ来シタコトガアル。 ＂＇~常ハ機嫌モ良ク，母乳モ良ク飲ンデヰルニ

孝士授「非常ナ劇痛デハ無イ様デアリマス。 主ナ事ハ下痢デアツテ，糞使ハ住ク消化サレ等常

デアリマ 7,0 Iリ：物ハ謄汁様ヲ量シテキマス J （患児ヲ顧ミナガラ）機嫌ハ良イ杭デ、アリマス。

（患者ノ母＝向ツテ）近頃痩セマシタカ……… u …？』

母『大老若＝痩セマシタ』

教授「併シ顔貌，表情ハ良好，栄養骨骨各モ先ヅ普通ト見テ＇. I’l：シイデヌ。 ヵ、 yレ場合ニハ先ヅ

胃腸系統ノ疾患ト見倣シマス。唯今腹部ヲ耐マスト殆ンド尋常ヂアリマスガ， ｜：服部グイグヱ

甥~·~リマス。コレガ注目スベキコトデアリマスァ腸ノ嬬動不穏ハ認メラレマセン。（燭

治シナガラ）腹部ハ一般ニ軟カク特BIJノ腫物ヲ燭レマセン。然シ1c_m11＝－ ハ紙抗ガアツテ一般ニ
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便イデアリ 7 ス。丁度大キクナツタ牌臓ヤ腎臓ヲ閥レYレヤウナ感ジガ致シマス。右側ニハ左様

ナモノヲ感ジマセン。ぞ額烹ナ三土土法堅明堕堕三竺竺！｝三千ト三！~三五 疹痛ハ無イ校
デアリマス＇ 1日ニ15分位ハjιクガ，大地ニMiンデ設クトイフ事ハナイラシイノデアリマス。

;'!it＼~王町型店豆竺貫主斗明強旦七三！！工関空明ヨィ』トイフ場合＝，
〉七、ゾ行ヘルモノハ何デアリマセウカ……－－……？』

J'?＇，生『・…・・・・.......』

孜花（・・・・・・………Lヘルニア1殊ニ横隔膜しヘルニア寸デアリマス。 ・朝ソノ：事ニ考ガ及ベパ

胸部ヲ打診シテミナケレパナリ 7 セン。…一……・υ 打診シテ御覧ナサイ』

壊生（打診シナガラ）『…………………」

数授（打診シナガラ）『胸部ノ右側ハ肺青ヲ呈シマスガ， LC測ハ鎖骨下縁迄鼓音（hoch!ympani-

tisch）ヲ皇シテ居リマス。心臓濁音界ハ消失シテヰテ，縦隔官ノ育界ハ第3l、第4nJJ骨間デ胸骨

右縁ニ迄／えンデ！；1；リマス。

聴診デハノE側ノ説膏ヲ！己シテヰノレ部ニハ呼吸音ヲ聞クコトガ出来ズ，却テ腸雑音ガヨク誕取

出来マス。

小児ガ生後5-6ヶ月位デ，頑固ナP!MjflJ：ト下痢ヲ来スコト以外ニ他＝異常ノコトガ割合ニ少ク，

腹部ガ充満シテヰナイ場合ニハ横隔膜Lヘル＝ア1ヲ考ヘルノデアリマス。 J七時胸部ヲ打診シテ

或背ヲ詮シ，聴診＝テ腸雑音ガ聴エル時ニハ a居ソレガ考へラレルノデアリマスa

レントゲン検奇ヲ行ヒマスト，（レントゲン寓員ヲ副ナガラ）胸部左側＝ハijffi臓陰影ヲ認メズ

シテ， ソノ代リ腸管ノ中ェアチコチ’信託 F入ツテヰyレノガ見ヱマス。心臓ハ右側へ歴シャラレ

テヰマス。宵， S’I二品目防ハ三事常デアリマスガ， J七他ノ部分ハJI旬腔へ這入ツテヰマス（第l嗣．第

'.!li;;;J参：｝!H)。此ノjj;I¥態ヲ村正涌膜Lヘルニア寸（Zwerchfellbruch）トバヒマス。

Lヘルニア寸トハ鮒逸話デ Knosp巴（芽）トイフ意味デアリマスe腹膜ヲ b巴kleidenシテヰル襲

(Sack）ガアレパ，異性ノ Lヘルニア「デアリ 7 ス。併シ今ノ場合ハ knospenar!igエ腹膜ガ延ピ

テヰルノデ‘ハアリマセン。普通ニ横隔膜カp三rriJ~=-r~~ イテヰテ， ~'l:底カラ腸管カ胸腔ノ方へ脱

出シテキルノデアリマス。 自日チ先天性横隔膜i人l臓！此＼l》rolapsusviscerum transdiaphragmaticus 

congenitus）ノ欣態デアリマス。ソレデアリ 7 スカラ，是ハRノ意味ノLヘルニア寸デハナシニ，－

t;,'t Pr;\!1\1三官！生とごと三z~デナリマス。腹内臓器ガ脱出シテシマフノテ＼腹脱出（ Eventはtion）ト

モ申シマス。或ル場合ニハ横隔膜ガ大捷ニ材クテ，弛ンデヰテ，）JU内臓器モ大部分ソノ方へ寄

ツテ胸腔ノ範囲内ヲ犯シテヰルコトガアリマス。之ヲ Diaphragma ノRelaxation ト云ヒマス。

此ノ患者デハ治療法ハ1陵｜吐Lヘルニア寸門ヲ閉チ、ルノデアリマス。自日チ｝J矧空ヲ開キ，版ノ方カ

ラJl旬院内へ忌入リ込ンデヰル脇泊二ヲ！腹院内ヘサlキ民シテ，杭隔膜刷l部ノl}[i口門ヲ閉鎖スル事ノ

ミデ宏分目的ヲ達スルモノデアリマス。此ノヂ術ノ際ニノ＼本気ハ勿論腹腔カラ此ノ関口門ヲ通

ジテJJ旬腔内へ進入シマスガ，強イテ除去スル必要ハアリマセン。術後空気ハ次第＝吸牧サレテ，



ト

n川
M
M
V
 

！』之

；~i I l図 術前ノ＊＇i!.J:J的レ線検合i
1・jノ、略々 正常i.'i，ュアルモ小n告ノ、木目白j院内エ
{£ 9 ＇ 心臓ノ、 イi側 ~ni~治セラレ斡佼ス

』,rY, ::iミi .－. ~：： 

話1 :! 凶 術前ノ憲民目工t"JfJ(Jレ線検企i
s Eま：宇古！陽ハ正常f・1ニアルモ，樹立fi紡l協，
上行結if島ノ、左胸除内ニ1.F:リ

T術直後＝ハ萎尚i シテヰ ｝~ 防Ii蹴モ漸次エ Jl例長シテ米ルモノデ‘アリマス。』

手 術（同日午後5時3f)分－（）時25分）

前庭置： 」グリセ l）ン 1涜脇20：足，共他免！~シ。

消毒法： 品Jj毛後次ノllJ(i序ヂ行ハレタ内

1) Lエーテル1ヲ合マセタ綿デ清拭

2) 0.1%昇.)R;J<.ニテ清拭

3) fi0% L 7’／レコール 1ニテ清拭

ふ 5%沃j支T幾塗｛Ji'キ之的5ス＞lマデ｛．？・ソ

主： 2%次亜硫酸曹達Lアルコール1ヲ常｛Jiシテ沃！主ヲ＂＇平 JJ

麻酔： o.ori°',;L ヌペルカイン l；］＼＇，溶液 （ Lアドレナリン「加 )15詫ヲ J;Jii腹憤 1E中線ニ if~ ヒ チ主i：：射

シ，泊所J~（酔ノミヲ行ヴタ。

手術経過及ビ所見： 剣欣突起ノ正1・トヨリl防上方ニ及フ約 10糎ノ 1Erl.1線切開ヲ以テIH1院ヲ開

ク＝，腹水ヲ誇明セズ。ぢ＇•＇i附諜ヲ検翌年スルト，左側ノ 1・rig-onum仁ostlurn bale ＝－長サ約5桝ノ

間隙ヲ詩明・ン，此ノ間隙ヲ週ツテ円，十二指腸， f行結！揚ヲ残シ，共他ノ小腸，結腸， た網膜

下カ'ir.胸胞内へ脱出シテヰルノヲ認メタ。先ヅ横行結腸，上行結腸ヲ腹腔内へ還納 シ .~宵部
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へ及フ ト腸間膜ガ棋隔膜ifi)i:損音Jl .：：.中 • ）iセラレ，此ヨリ上方ノ腸計二ヲ還納スルコトガ出来ナカツ

タ。ソコデ先ヅ小腸ヲ！｜闘，欠jQ及シナガラ全部ヲ腹腔へ還納シ，最後＝腸間膜ノ牽引セラレテヰ

タ部ヲ引出シテ完全ニ還納スルコトガ出来タ。此際腸間膜根部＝数個ノ淋巴腺肥大ヲ認メタ

ガ，イ11J屯ェモ癒着ヲ詩明シナカツタ。

十二指腸ハ著シク移動性.：：.1 ：－，· ンデヰタカ＼上三三竺氏級，理主ハ.11叫ん牌臓ハ ~t底部ノ左側＝附

后シ，胃ト共＝容易ェrili腹壁切開創ヲ遁ジテ腹腔外へl!i＇チ日iスコトガ出来タ。腸！旬1英ハ所謂線
腸間膜ヂ，上行結腸，首腸，横行結腸ハ著シク移動tl：デアツタc

横隔膜間隙部ヲ絹糸結f;/i縫合ヲ.l:J.、テ閉鎖シ，腹壁ヲ 3居ニ縫合シテ手術ヲ移ツタ。脇信：還納

時.：：.Lショック1症ilkハ呈シナカツタガ，脈博頻数，微弱，呼吸問責mヲ来シ．酸素吸入，強心剤

ノ注射ニヨツテ之等ノ症欣ハ恢復シ，無事ニ手術ヲ経了ス1レコトガ出来タ。

術後経過ー： ！｜闘凋エシテ，翌日ハ艦i毘最高39。9C，服博180.::.-;ft_ンダカ＼腹部ニ腸雑音ヲ滋キ，

排便ガアツタn i•llf後4日目ニハ全クzp:熱＝復シ， j胸部左側ノ政·t宇 ヲはシテヰタ部ニ附i首ヲ詩明

シ ．到達：診ニテ呼吸音ヲ聴取H－＇， －~~＇レヤウニナツタ。術後 7 日目＝抜糸，第 1 [gjj.i~合ヲ a皆ミ， 持 II

lヨヨリ心臓濁lす界モ略／－<fE常位inニ復シ，心昔モ）I苦々 1E常佐世＝於テ聴キ得fレ様＝ナツタ内

術後1113目ノピ三土互三検査＝テ，心臓，縦隔詫ハl巨.，；；d立＝存シ，左肺ハ完全ニ鎖脹シテ！向院

第 3 闘 術後12日目ノ単純線影 第 4 悶 術後12日目ノ経口的レ線検査
心l此縫隔資ノ、正常f立二復シb:ffili撤張ス 小腸ノ、腹院内ニtF.リ
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官事 3 圃 術後12日目ノ経紅門的レ線検査

横行事ii腸，上行結腸ノ、腹！佐内ュずFリ

l句＝法llllイ主ヲ説明セズ，横隔膜運動モ詐常デアツタ。 ii'i化管ハ悉ク腹腔内ニイ手：（1：シ，著シク移
動性ニ富ムガ通過障碍ヲ認メナカツタn 111tr後22Rrl全治退院シタ。1)

I) lri］様J他／例生後8ヶJIJ女児）ニ就テハ藤i良修 ー論文；， fl本外科技函，第回答， t手δ枕（昭干116~1 ·・9 月 1II 
後行）参m！。




